









































2014 年度なんですけれども、2024 年を目指して、留学生を 2,000 人まで受け
















































































































































































































































































































全学共通カリキュラム 言語B日本語 4単位 1レベルのみ
＜2016年度以降＞
日本留学試験導入以降の傾向、本学の留学生の傾向を把握
入学時 日本語PT実施 → J6以下は日本語に配置
全学共通カリキュラム 言語B日本語 4単位 3レベル設定
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【スライド①-8】
【スライド①-7】
東京外国語大学の例
鈴木（2004）より
・対象…世界各国から来日した文科省国費学部留学生
（各国で文科系、理科系各々の科目の試験結果で選考。
８〜９割の者が日本語は全く未習かそれに近いレベル）
・教育期間…１年間
・教育内容…集中予備教育（日本語＋教科の基礎）
・目標… 「大学学部入学後に日本語による講義を聞き、必要な課
題をこなし、単位を取っていくことができる力をつける」こと
・初級 1日あたり90分×3コマ、週5日 14週
中級 1日あたり90分×2～3コマ、週5日 16週
上級 1日あたり90分×2コマ、週5日 8.5週
学部入学前予備教育
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1318579.htm
国費留学生の大学入学前予備教育は、昭和二十九年から、学
部レベルは東京外国語大学附属日本語学校で、大学院レベル
は大阪外国語大学留学生別科で実施してきたが、その後の国
費留学生の増加に対応するため、逐次その充実を図ってきた。
学部レベルは、平成三年度から大阪外国語大学でも実施する
こととし、留学生別科を改組して学部レベル及び大学院レベル
の総合的な予備教育機関として留学生日本語教育センターを
設置した。また、大学院レベルの予備教育については、昭和五
十四年度に名古屋大学でも開始されたのに始まり、予備教育
と専門的な教育研究との連携に配慮しつつ順次整備が進めら
れ、現在合わせて九国立大学で実施されている。
日本語教育は
経験有
26　第 1 部　趣旨説明
【スライド①-10】
【スライド①-9】
大学・学部への着地支援に重点を置いた
集中日本語教育
＜全体像＞
集中日本語以外に、「やさしい日本語」による科目の履修を前提
→ 学部に所属する学生として生活を整える。
＜日本語＞
① 集中日本語教育（100分×週10コマ 全カリ言語A,Bの10単位分）
② レベル別クラス編成
（英語トラック向け日本語クラス、日本語トラック向け日本語クラ
ス）
③ 学部との連携・チューターの活用による「専門の日本語」
国立大学の入学前予備教育との異同
共通点 相違点
・選考（日本語力によらない
学力に秀でている）
・目標
大学学部入学後に日本語に
よる講義を聞き、必要な課題を
こなし、単位を取っていくことが
できる力をつける
・入学前予備教育ではない
・教育期間（1年か半期か）
・配置大学、学部が決まってい
るかどうか
⇒ 半期
入学時の日本語力に応じた
クラス編成
⇒ 決まっている。
本学への着地支援が重要
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【スライド①-12】
【スライド①-11】
参考資料
大阪大学日本語日本文化教育センター「学部留学プログラム」
http://cjlc.osaka-u.ac.jp/ja/wp-
content/uploads/2012/05/Uprogram2012.JP.pdf
鈴木美加（2004）「国費学部留学生に対する1年の集中予備教育プログラム
について―教育プログラム内外で学生が得るもの―」、東京外国語大学留
学生日本語教育センター移転記念シンポジウム
http://academicjapanese.jp/dl/publications02/02/251-264.pdf
東京外国語大学国費学部進学留学生予備教育プログラム
http://www.tufs.ac.jp/common/jlc/program/index.html
文部科学省「大学等における留学生の受入れ体制」『学生百二十年史』
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/hakusho.htm
課題
・日本語学習の成果
・学部との連携
・チューターとの連携
・日本語力が多様な留学生（文化・社会背景が多様な留学
生）を迎えることが立教の学びの豊かさにつながると実感
できるような実践、成果
